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謹
賀
新
年

意
義
あ
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◎
敬
老
の
あ
い
さ
つ
文

百
戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で

三
十
六
年
に
な
り
ま
す
。
当
然
な

が
ら
、
子
供
は
巣
立
っ
て
ゆ
き
、

残
っ
た
親
は
高
齢
に
な
り
、
年
相

応
の
新
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
高
齢
者
が
社
会
的
に

話
題
に
な
り
、
本
誌
で
も
９４
号
に

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
生
と
死
」
の
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。

高
齢
者
は
、
孤
立
せ
ず
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
を
望

ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
種
の

関
係
機
関
と
同
様
に
、
研
究
所
で

も
住
環
境
づ
く
り
を
調
査
研
究
し

て
い
ま
す
。

旧
年
９
月
２０
日
の
敬
老
日
に
、

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
七
十

五
才
以
上
へ
祝
い
金
と
支
部
長
の

敬
老
あ
い
さ
つ
文
を
さ
し
あ
げ
ま

し
た
。
私
は
、
高
齢
者
を
見
捨
て

な
い
敬
老
あ
い
さ
つ
文
に
感
動
。

以
下
に
、
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
方
が
世
界
恐
慌
や
大

戦
の
な
か
で
頑
張
り
、
戦
後
の
日

本
を
築
い
て
く
だ
さ
り
心
か
ら
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、
私
た
ち
は
平
和
な

社
会
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

苦
し
か
っ
た
困
難
な
時
代
を
ふ

り
か
え
り
、
私
た
ち
に
折
に
ふ
れ

て
お
知
恵
を
授
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
ご
健
康
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
、
来

年
ま
た
敬
老
の
日
を
迎
え
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
」

旧
年
は
戦
後
六
十
五
年
で
し
た

の
で
、
戦
時
・
戦
後
復
興
の
特
集

記
事
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

戦
場
で
苦
戦
し
た
体
験
、
学
徒

動
員
の
体
験
、
特
攻
隊
の
実
態
、

空
襲
や
原
爆
投
下
の
被
害
、
ま
た

食
糧
・
資
源
不
足
の
戦
時
・
戦
後

か
ら
の
復
興
な
ど
。
さ
ら
に
、
ア

メ
リ
カ
が
原
爆
投
下
の
広
島
・
長

崎
に
戦
後
は
じ
め
て
参
拝
を
報
道
。

◎
目
ざ
め
た
獅
子
と
尖
閣

旧
年
１０
月
、
秋
晴
れ
の
日
に
、

マ
ン
シ
ョ
ン
に
す
ん
で
い
る
高
齢

の
親
友
を
訪
ね
ま
し
た
。

私
「
高
齢
者
が
孤
立
せ
ず
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
情
報

を
集
め
て
い
る
の
だ
」

親
友
「
都
内
に
娘
夫
婦
が
住
ん

で
お
り
、
毎
月
孫
を
つ
れ
て
遊
び

に
き
て
く
れ
る
」

私
「
い
い
娘
さ
ん
だ
。
君
は
一

人
暮
ら
し
で
も
マ
ン
シ
ョ
ン
で
孤

独
に
死
ぬ
こ
と
は
な
い
」

お
互
い
に
軍
国
少
年
と
し
て
育

ち
、
中
国
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

私
「
小
学
生
の
と
き
、
日
本
軍

は
支
那
（
中
国
）
の
内
陸
へ
進
軍

し
て
い
た
な
」

親
友
「
神
国
だ
か
ら
、
負
け
な

い
。
神
社
参
り
を
し
て
い
た
な
」

私
「
小
学
校
の
先
生
が
支
那
は

眠
れ
る
獅
子
だ
と
。
そ
の
獅
子
は

目
ざ
め
、
日
本
を
抜
き
世
界
二
位

の
経
済
大
国
に
な
る
ら
し
い
」

旧
年
９
月
、
沖
縄
県
尖
閣
諸
島

沖
、
日
本
領
海
内
で
中
国
漁
船
が

海
上
保
安
庁
巡
視
船
に
衝
突
事

件
。
中
国
漁
船
長
を
逮
捕
。
そ
の

後
の
経
過
は
省
略
し
ま
す
が
、
中

国
は
「
尖
閣
諸
島
は
中
国
領
土
」

と
主
張
し
て
い
ま
す
。　

日
本
政
府
は
「
尖
閣
諸
島
は
歴

史
的
に
も
国
際
法
的
に
も
日
本
の

領
土
で
あ
る
」
そ
の
根
拠
を
中
国

だ
け
で
な
く
国
際
社
会
へ
も
説
明

す
べ
き
で
す
。
同
時
に
、
日
中

は
、
戦
略
的
互
恵
関
係
を
発
展
さ

せ
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
に

貢
献
し
て
欲
し
い
。

【
日
本
領
土
の
根
拠
】　

１
８
８

４
年
に
古
賀
辰
四
郎
が
探
検
、
９５

年
に
日
本
領
土
編
入
を
閣
議
決

定
。
第
二
次
大
戦
末
前
ま
で
数
百

人
が
、
か
つ
お
節
を
生
産
。

戦
後
一
時
期
米
軍
の
施
政
権

下
、
１
９
７
１
年
に
調
印
、
施
政

権
は
７２
年
５
月
に
日
本
へ
返
還
。

一
方
、
１
９
６
９
年
に
海
底
石

油
が
指
摘
さ
れ
て
か
ら
、
中
国
は

７１
年
暮
れ
に
領
有
を
主
張
。
し
か

し
、
そ
れ
以
前
の
中
国
文
献
で

も
、
尖
閣
諸
島
は
日
本
の
領
土
。

◎
聖
徳
太
子
に
学
ぶ

旧
年
１０
月
、
平
城
遷
都
（
４３
代

元
明
天
皇
）
千
三
百
年
祭
の
奈
良

を
二
日
間
観
光
し
ま
し
た
。

平
城
宮
は
、
現
在
の
皇
居
と
国

会
議
事
堂
、
官
庁
街
を
一
ケ
所
に

集
め
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
跡
地
に
、
天
皇
が
儀
式
を

す
る
第
一
次
大
極
殿
や
南
正
面
の

朱
雀
門
な
ど
が
復
原
さ
れ
、
し
ば

し
往
時
を
想
像
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

古
墳
・
遺
跡
な
ど
を
見
学
し
な
が

ら
奈
良
盆
地
南
部
の
飛
鳥
へ
。
こ

の
地
で
天
皇
が
支
配
す
る
大
和
朝

廷
が
誕
生
し
都
が
築
か
れ
ま
し
た
。

３３
代
推
古
天
皇
は
最
初
の
女
帝

で
補
佐
が
必
要
、
聖
徳
太
子
は
摂

政
と
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
。

中
国
・
隋
へ
使
者
を
派
遣
。
中

国
は
「
世
界
の
中
心
で
偉
い
、
周

り
は
野
蛮
人
の
地
域
」
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
は
ス
ゴ
イ

手
紙
を
。「
日
出
ず
る
と
こ
ろ
の

天
子
、
書
を
日
没
す
る
と
こ
ろ
の

天
子
に
致
す
。
つ
つ
が
な
き
や
」

文
面
は
失
礼
か
も
し
れ
な
い
が
、

対
等
な
外
交
を
要
求
し
、
使
者
は

無
事
に
日
本
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
七
条
の
憲
法
を
制
定
。

憲
法
は
、
字
が
よ
め
る
朝
廷
の
役

人
た
ち
が
守
る
べ
き
心
構
え
で
す
。

そ
の
十
五
条
は
、
私
心
を
す
て

て
公
務
を
と
る
。
か
ね
て
か
ら
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
役
員
は
、
任
期
二

年
内
、
無
給
・
低
報
酬
の
公
僕
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

約
千
四
百
年
前
の
聖
徳
太
子
を

も
っ
と
研
究
し
た
く
な
り
ま
す
。
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